
　
近
年
、
豪
雨
災
害
が
激
甚
・
頻
発
化
す
る
中
、
過
去
の
教
訓
を
風

化
さ
せ
ず
に
後
世
に
伝
え
、
災
害
へ
の
備
え
に
生
か
す
こ
と
が
重
要

で
す
。
発
生
か
ら
30
年
を
迎
え
る「
８
・
６
豪
雨
災
害
」の
被
害
状
況

や
、
防
災
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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年

LINE登録

土砂が２ｍ近くまで堆積
した玉江橋付近の歩道橋

浸水した鹿児島アリーナ
地下駐車場

架設から約140年の
武之橋が流失

市議会では災害復旧対策協議会を設置し、
被害状況の把握や対策の協議を行った

　
平
成
５
年
は
、
８
月
に
入
っ
て
も

梅
雨
前
線
の
非
常
に
活
発
な
活
動
が

続
く
中
、
本
市
を
中
心
に
局
地
的
な

豪
雨
が
襲
い
ま
し
た
。
崖
崩
れ
が
約

700
カ
所
、
浸
水
家
屋
は
１
万
棟
を
超

え
る
な
ど
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
多
く
の
市
民
が
犠
牲
に

な
り
ま
し
た
。

100100
年
に
一
度
の
大
雨

年
に
一
度
の
大
雨

人
的
被
害

死者 47人
行方不明者 １人
重傷者 ８人
軽傷者 44人

住
家
被
害

全壊 284棟
半壊 183棟
一部損壊 541棟
床上浸水 9091棟
床下浸水 1999棟

多くの飲食店が浸水した天文館

冠水した草牟田付近の国道３号

小山田町の国道３号が
甲突川に削られ崩落

市は関係機関と連携し、ライフライン
の復旧や避難所運営などに当たった

本市（鹿児島・吉田・桜島・松元・
郡山地域）における被害状況

消
防
団
員
と
し
て
懸
命
に
災
害
対
応
に
当
た
っ
た

　
６
日
は
雨
が
降
り
続
き
、
国
道
３
号
付
近
は

２
ｍ
近
く
浸
水
す
る
中
、
溺
れ
そ
う
な
人
を
ゴ
ム

ボ
ー
ト
に
乗
せ
て
救
助
す
る
な
ど
の
対
応
に
当
た

り
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
地
下
駐
車
場
で

救
助
活
動
に
当
た
り
、
人
が
通
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
排
水
作
業
を
行
う
な

ど
、
前
日
か
ら
約
30
時
間
、
他
の
消
防
団
員
と
協
力
し
て
活
動
を
続
け
ま
し

た
。水
で
浮
い
た
車
が
横
転
す
る
な
ど
町
は
悲
惨
な
状
況
で
し
た
が
、「
で
き

る
人
が
す
る
」と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
皆
で
協
力
し
な
が
ら
対
応
し
ま
し
た
。

■
８
・
６
豪
雨
災
害
パ
ネ
ル
展

 

期
　
日   

①
８
月
７
日（
月
）〜
15
日（
火
）、
②
８
月
16
日（
水
）〜
22
日（
火
）、

③
８
月
23
日（
水
）〜
29
日（
火
）

 

場
　
所   

①
天
文
館
図
書
館
、
②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鹿
児
島（
東
開
町
）、
③
よ

か
ど
鹿
児
島
２
階（
泉
町
）

草牟田分団 副分団長
山内 憲男 さん

防
災
の
主
な
取
り
組
み

防
災
の
主
な
取
り
組
み  

〜
教
訓
を
生
か
し
て

〜
教
訓
を
生
か
し
て

　市街地の内水対策として、甲突
川や稲荷川などの流域において、
河川改修と併せ、水路の新設や断
面拡大などの整備を行いました。

　今年の５月に行った災害対策本
部設置訓練では、８・６豪雨災害
の状況や時系列に沿って、閉庁時
の対応を確認しました。

　土砂災害対策として、数多くの
土石流や崖崩れが発生した竜ヶ水
地区では、土石や木々を受け止め
る砂防えん堤や崖崩れを防ぐ特殊
法枠工の整備を行いました。

　防災の知識を身に付けていただ
くことで、地域の防災力を高め、
災害の被害を少なくするため、毎
年、出水期前に地区別防災研修会
を開催しています。

　低地区の内水対策として、雨水
ポンプ場や水路の新設などととも
に、低地区ハザードマップの作成
や住民の土のうの活用などの対策
を進めました。

　市LINE公式アカ
ウントなどを活用
し、避難情報など
の迅速な発信に取
り組んでいます。

　
過
去
の
教
訓
を
生
か
し
今
で
き
る
こ
と

を
、
市
HP
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
自
分
や

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
へ
の

備
え
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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2023年（令和５年）８月号 4特集かごしま市民のひろば

■
甲
突
川
や
稲
荷
川
な
ど
が
氾
濫

■
道
路
の
崩
落
や
橋
の

流
失
な
ど
が
発
生

■
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て

■
災
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

■
迅
速
な
災
害
対
応
の
た
め
に


